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こんにちは 松坂みち子 です

市
議
会
の
厚
生
常
任
委
員
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
食
中
毒
が
発
生

し
店
を
三
日
間
の
営
業
停
止
に
し
た
と

の
連
絡
が
続
い
て
い
ま
す
。
生
の
、
あ

る
い
は
生
に
近
い
鶏
肉
の
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
に
よ
る
も
の
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
も
の
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で
す
。

特
に
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
は
新
鮮
な

鶏
肉
に
い
る
そ
う
で
、
新
し
い
か
ら
大

丈
夫
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
の
話
で

し
た
。
鶏
肉
は
、
生
食
は
せ
ず
十
分
火

を
通
し
て
食
べ
る
ほ
う
が
よ

さ
そ
う
で
す
。

食
中
毒
と
い
え
ば
、
子
育

て
真
っ
最
中
の
こ
ろ
の
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
五
月
上
旬
、

夫
が
持
っ
て
帰
っ
た
カ
レ
ー

パ
ン
を
、
子
ど
も
た
ち
に
分

け
ず
に
一
人
で
食
べ
た
と
こ

ろ
、
激
し
い
症
状
が
出
ま
し

た
。
救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
と

思
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
後
で
聞
く
と
、

炎
天
下
、
一
日
中
車
に
置
い
て
あ
っ
た

パ
ン
だ
と
か
。
母
の
「
い
や
し
ぃ
」
が

子
ど
も
た
ち
を
守
っ
た
こ

と
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

怪
し
い
も
の
は
食
べ
な

い
の
が
一
番
で
す
。
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

みち子のひとりごと

食中毒

代表質問 日本共産党市議団を代表して南畑さちよ議員が行いました。

南畑市議は、県内で2014年7月には1
2540床あったベッドを、約9500床に
削減する地域医療構想について市長の認

識をただしました。市長は「病床の機能
分化・再編については地域の実情に即し
たものとするよう、全国市長会を通じ申

し入れている」と答弁しました。
改悪が続く介護保険について、南畑議

員は「市として介護認定率の低下を追求
したり、特養入所制限などを進めれば安
心して介護が受けられない」と迫りまし

た。健康局長は「今後とも必要なサービ

スが受けられる制度を維持するよう国に
要望する」としました。

また国民健康保険の広域化により国保

料が引き上げられることが無いよう求め、
市長は「激変緩和措置の実施期間が6年
から9年に見直された」と答えました。

産廃計画で市長は「地域の方々の意見
を十分尊重」と答弁し、メガソーラー計

画では「市の行政財産である里道の公用
廃止申請については、関係自治会の同意
書等が整っておらず、対処されない場合

は同意できない」と明言しました。

松坂みち子議員の一般質問

安全なまちづくりについて

高齢者や子どもたちが安心して歩ける
道をという思いから、特に危険な水路の

転落防止対策について質問しました。
転落防止対策については、市は「この

3年間で57カ所、ガードレールなどの転

落防止柵や水路の暗渠化（ふたをする）

をした。場合によっては、視線誘導標
（ドライバーの視線を誘導する物）の設

置を行った」としました。視線誘導標の
設置では転落防止対策とならないため、

これで終わったこととせず、引き続き対
策するよう求めました。

（裏へ続きます）
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確
定
申
告
の
時
期
で
、
忙
し
い

方
は
大
変
忙
し
い
思
い
を
し
て
い

る
事
で
し
ょ
う
。
私
も
政
党
の
収

支
報
告
を
作
成
中
で
、
人
事
の
異

動
も
重
な
り
、
大
変
忙
し
い
で
す
。

国
会
で
は
裁
量
労
働
制
の
拡
大

や
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
の
新
設
を
め
ぐ
る
問
題
で
、
デ
ー

タ
改
ざ
ん
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
過
労
死
や
過
労
自
殺
が
今
な

お
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
、

残
業
さ
せ
ホ
ー
ダ
イ
に
手
を
貸
す

政
権
っ
て
、
ほ
ん
と
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が
立
ち
ま

す
。森

友
学
園
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で
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財
務
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に

よ
る
公
文
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改
ざ
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も
、

捜
査
中
を
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に
ま
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で
調
べ
よ
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と
せ
ず
、
逃
げ
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の
態
度
に
、

ほ
ん
と
腹
が
立
ち
ま
す
。

こ
ん
な
政
治
、
早
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終
わ
り
に

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
に
ち
は井

本
ゆ
う
い
ち
で
す

憲法 Ｑ&Ａ ６

Ｑ 自衛隊を書くだけだから、私たちのく
らしには関係ないのでは？

答安倍政権のもとで、軍事費がどんどん
増え、そのしわ寄せが国民の暮らしに押し
つけられています。医療や介護など社会保
障予算の自然増さえ大幅に削減し、生活保
護費も減らしています。国民の知る権利を
奪う秘密保護法や国民監視の共謀罪もあり、
自衛隊を書き込めば、「国家の安全」の名
で基本的人権さえもないがしろにされるこ
とは明らかです。

和歌山市高齢者大会

３月２３日（金）

13：30～15：30
中央コミュニティセンタ―

３階多目的ホール

13:30～開会あいさつ
コーラス

14:00～記念講演

「憲法とともに高齢期を
生き抜く」

堀内秀雄 和歌山大学名誉教授

15:00～質疑・交流
憲法アピールの提案
閉会あいさつ

主催：和歌山市高齢者運動連絡会

国民健康保険について

国民健康保険料の軽減制度について、
市のホームページではどういう人が対

象となるかが十分伝わらず、あきらめ
る人がいることも考えられるため、詳

しく掲載するよう求めました。また、
事業を休止するしないに関わらず、収
入が前年より半分以上減少する場合を

対象とするよう求めました。
国民健康保険法第44条による、一部

負担金（窓口での支払い）の減免制度

について、市は「入院療養」と「外来
で高額療養費の対象となった場合」を
対象としていることから、通院も対象

とするよう求めました。また、この制
度を利用した人が、5年間一人もいな

いことから、要件の緩和を求めました。
市は「通院も対象とすると保険料の

上昇につながるため、要件の緩和は考

えていない」としました。しかし、
「通院を対象とすれば保険料に影響す
るほど、窓口での支払いの困難な人が

たくさんいると考えているならなおさ
ら、命を守るために何らかの手立てが
必要である。今の制度は、使わせない

ために要件を厳しくしているとしか考
えられない、真に助けとなる制度とす

べきだ」と主張しました。

松坂みち子議員の一般質問
（表からの続き）


